
 

 

平成１７年度 旭市介護保険事業特別会計予算（７月～３月）の概要 

 

1. 予算規模 

 平成１７年度予算額（７月～３月）    ２，７００，６２４千円 

う ち 合 併 関 連 経 費   歳入   ７２，９１３千円 

歳出   △２，３５２千円 

う ち 補 正 要 因 分   歳入     ７，６７９千円 

              歳出    ８２，９４４千円 

 

２．歳 入 

   旧市町の通年見込額から４月～６月の収入済額を差し引いた額を基本として、

これに合併関連経費及び補正要因分を併せ編成した。 

   補正要因分は、制度改正による保険給付費の増に対する交付額の増及び前年度

保険給付費の清算による増を見込んだ。 

（１）保険料は、旧市町の通年予算見込額から、４月～６月の収入済額を差引いた額

395,379 千円を計上した。 

保険料は旧市町ごとの保険料率である。  

（２）国庫支出金は、介護給付費負担金現年度分に 475,076 千円、過年度分に 718 千

円、調整交付金に 179,249 千円、合計 655,043 千円を計上した。 

（３）支払基金交付金は、816,463 千円を計上した。 

（４）県支出金は、現年度分に 281,491 千円、過年度分に 2,570 千円、合計 284,061

千円を計上した。 

（５）繰入金は、一般会計から、介護給付費繰入金に 263,625 千円、介護保険事務費

繰入金に 29,489 千円、介護保険給付費準備基金から 25,858 千円、合計 318,972

千円を計上した。 

（６）諸収入は、230,705 千円を計上した。 

 

３．歳 出 

   旧市町の通年見込額から４月～６月の支出済額を差し引いた額を基本として、

これに合併関連経費の減及び補正要因分を併せ編成した。 

   合併関連経費は総務費の減、補正要因分は、制度改正による保険給付費の増、

前年度保険給付費の清算による返還金の増、基金積立金の増を見込み計上した。 

（１）総務費は 46,502 千円を計上した。 

（２）保険給付費は、2,563,408 千円を計上した。 

（３）財政安定化基金拠出金は、2,928 千円を計上した。 

（４）基金積立金は 29,880 千円を計上した。 

（５）諸支出金は 37,906 千円を計上した。 

（６）予備費は 20,000 千円を計上した。 
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１．　　　歳　　　入　

予　算　額 合併関連経費 補正要因分

1 保 険 料 395,379 14.7 %

2 国 庫 支 出 金 655,043 24.3 % 1,589 20.7 %

3 支 払 基 金 交 付 金 816,463 30.2 % 1,396 18.2 %

4 県 支 出 金 284,061 10.5 % 3,115 40.6 %

5 財 産 収 入 1 0.0 %

6 繰 入 金 318,972 11.8 % 1,579 20.5 %

8 諸 収 入 230,705 8.5 % 72,913 100.0 %

2,700,624 100.0 % 72,913 100.0 % 7,679 100.0 %

２．　　　歳　　　出　

予　算　額 合併関連経費 補正要因分

1 総 務 費 46,502 1.7 % △　2,352 100.0 %

2 保 険 給 付 費 2,563,408 94.9 % 4,368 5.3 %

3 財政安定化基金拠出金 2,928 0.1 %

4 基 金 積 立 金 29,880 1.1 % 29,786 35.9 %

5 諸 支 出 金 37,906 1.4 % 36,735 44.3 %

6 予 備 費 20,000 0.8 % 12,055 14.5 %

2,700,624 100.0 % △　2,352 100.0 % 82,944 100.0 %

平 成 １７ 年 度　　旭 市 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 予 算

　　　　（単位：千円）

構　成　比

合　　　　　　　　計

　　　　（単位：千円）

区　　　　分
１７年度（7月～3月）

構　成　比 構　成　比

左　の　う　ち

合　　　　　　　　計

区　　　　分
１７年度（7月～3月） 左　の　う　ち

構　成　比 構　成　比 構　成　比

17




